
漢
文
教
科
書
に
お
け
る
時
文
教
材

ー
明
治
期
の
検
定
制
度
と
の
関
わ
り
か
ら

は
じ
め
に

明
治
十
年
代
、
漢
文
が
授
業
内
容
や
教
科
と
し
て
中
学
校
等
の
教

青
諜
寝
に
組
み
込
ま
れ
、
現
在
の
漢
文
教
科
書
の
原
型
と
も
い
う
べ

き
教
科
蕎
が
締
ま
れ
始
め
た
。
し
か
し
、
編
集
時
に
依
拠
す
べ
き
当

時
の
教
出
や
法
令
は
教
科
の
方
向
性
を
示
す
だ
け
の
も
の
で
、
教
材

の
選
択
や
各
学
年
の
指
導
内
容
な
ど
に
つ
い
て
具
体
的
に
指
示
が
な

さ
れ
た
の
は
、
中
学
校
で
は
明
治
三
十
五
年
(
一
九

O
二
)
二
月
六

日
公
布
の
「
中
学
校
教
授
要
岱
」
(
文
部
省
訴
令
第
一
一
一
号
)
が
最
初

で
あ
る
(
以
下
「
要
日
」
)
。

教
科
書
の
発
行
は
、
明
治
初
期
は
自
由
発
行
制
を
取
っ
て
い
た
が
、

明
治
十
年
代
か
ら
は
思
想
の
統
制
や
劣
悪
な
教
科
書
を
取
り
締
ま
る

た
め
に
、
文
部
省
は
教
科
書
の
調
査
を
始
め
た
。
そ
し
て
忠
由
発
行

制
か
ら
、
採
択
し
た
教
科
書
を
届
け
出
る
関
申
制
(
明
治
十
四
年

〔
一
八
八
一
〕
)
、
採
択
予
定
の
教
科
用
図
書
に
つ
い
て
認
可
を
受
け

木

干す

、11:コι二子

る
認
可
制
(
明
治
十
六
年
(
一
八
八
一
一
一
〕
)
と
移
り
変
わ
り
、
明
治

十
九
年
二
八
八
六
)
に
は
検
定
制
度
が
始
ま
り
、
教
郎
を
も
と
に

教
科
書
の
適
否
が
判
断
さ
れ
た
。
し
か
し
、
詳
細
な
「
要
白
い
公
布

後
も
、
出
版
者
側
の
意
図
と
文
部
省
の
基
準
は
必
ず
し
も
一
致
せ
ず
、

不
適
切
で
あ
る
と
見
な
さ
れ
た
教
材
は
少
な
く
な
か
っ
た
。
本
積
一
は
、

時
期
に
よ
っ
て
評
価
、
の
異
な
る
漢
文
教
材
群
の
一
つ
で
あ
る
時
文
教

材
を
例
と
し
て
検
定
制
度
が
教
材
の
変
遷
に
及
ぼ
し
た
作
用
の
…
端

を
明
ら
か
に
し
よ
う
と
試
み
る
も
の
で
あ
る
。

時
文
と
は
、
当
時
の
規
定
を
借
り
る
な
ら
、
「
上
説
、
国
欝
、
奏

措
、
照
会
文
、
告
示
文
、
定
緩
、
尺
糠
等
よ
り
新
開
雑
誌
の
論
説
、

記
事
、
雑
報
、
広
告
、
及
び
各
種
の
手
形
‘
受
取
証
書
類
等
に
走
る

凡
べ
て
支
那
現
時
の
通
俗
文
」
の
総
称
で
あ
る
(
引
用
文
は
常
用
漢

字
に
改
め
、
制
点
等
は
省
略
し
た
。
以
下
関
じ
て
現
症
識
査
し
た

明
治
期
の
中
等
学
校
漢
文
科
用
の
検
定
済
教
科
書
の
中
で
、
副
読
本

を
除
き
、
時
文
を
採
録
し
た
教
科
書
は
計
一
種
で
、
明
治
一
一

(92) 



二
年
三
八
九
九
)
か
ら
四
十
四
年
三
九
一
)
の
賭
に
集
中
し

て
い
る
。
こ
の
間
の
検
定
済
の
漢
文
科
用
教
科
書
は
合
計
七
十
五
種

(
未
開
ん
の
も
の
は
除
く
)
あ
り
、
約
三
割
の
教
科
書
に
時
文
が
採
録

さ
れ
て
い
た
っ
時
文
採
録
の
教
科
欝
数
を
発
行
年
別
に
分
け
る
と
次

の
よ
う
に
な
る
。

間
泣

H
1
、
明
白
日

3
、
明
お

H
3
、
明
初
日

F
O
、
間
的
幻

H41
ヘ

明
訪
日

2
、
明
小
川
口

2
、
明
川
明
日

1
、
明
日
制

H

1

1

A

、
明
訪
日
守
i

、

明
付
日
ー

時
文
教
材
を
収
め
た
教
科
書
は
明
治
一
二
十
年
代
前
半
に
現
れ
て
、

明
治
三
十
六
年
(
一
九

O
三
)
に
最
も
多
く
な
る
が
、
そ
の
後
増
え

る
こ
と
は
な
く
、
時
文
の
採
録
も
終
わ
っ
た
。
そ
の
変
遷
に
検
定
制

度
が
い
か
に
関
わ
っ
て
い
る
か
、
検
定
時
に
能
関
さ
れ
た
教
科
書
に

(2) 

残
さ
れ
て
い
る
修
正
意
見
を
も
と
に
検
討
を
加
え
て
い
き
た
い
。

本
稿
で
扱
う
修
正
意
見
の
記
さ
れ
た
教
科
書
は
、
す
べ
て
東
京
書

籍
附
設
教
育
図
書
館
東
喜
文
庫
所
蔵
の
も
の
で
あ
る
。
本
稿
を
ま
と

め
る
に
あ
た
り
、
さ
ら
に
爵
立
教
育
政
策
研
究
所
教
育
研
究
情
報
セ

ン
タ
ー
教
脊
関
書
館
、
筑
波
大
学
附
属
図
書
館
所
載
の
教
科
書
も
龍

沼
さ
せ
て
い
た
だ
い
た
。

時
文
教
材
の
採
録
理
由

時
文
を
漢
文
教
育
に
盛
り
込
む
と
い
う
提
案
は
、
日
清
戦
争
が
契

機

と

な

り

、

三

八

九

七

)

頃

か

ら

見

ら

れ

る

よ

う

に

な
っ
た
。
中
国
で
日
常
的
に
穫
用
す
る
時
文
を
理
解
す
る
こ
と
が
急

務
と
な
っ
た
今
日
で
は
、
「
清
朝
近
時
の
文
章
の
、
成
る
べ
く
通
俗

に
近
き
も
の
、
郎
ち
、
彼
の
土
の
新
開
問
紙
上
に
用
ひ
ら
ゆ
る
¥
が
如
き

文
章
」
を
初
学
者
に
学
ば
せ
る
こ
と
で
、
漢
文
教
育
の
あ
り
方
を
改

(3) 

革
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
、
ま
張
、
が
な
さ
れ
た
。
一
一
一
浦
叶
氏
は

明
治
一
二
十
一
年
に
持
文
を
収
め
た
国
光
社
編
、
一
割
高
種
間
関
『
中
等

漢
文
読
本
』
十
巻
(
深
選
結
願
)
が
出
版
さ
れ
、
そ
の
後
も
時
文
の

読
本
、
が
続
い
て
発
行
さ
れ
た
の
は
、
日
清
戦
争
の
勝
利
に
よ
っ
て
中

国
及
び
ア
ジ
ア
に
対
す
る
「
自
覚
認
識
」
、
が
高
ま
り
、
中
日
出
か
ら
の

留
学
生
F

も
増
え
、
中
関
の
文
化
や
現
在
の
中
鼠
事
情
を
知
ろ
う
と
い

(4) 

う
社
会
的
状
勢
が
背
景
に
あ
る
と
指
摘
し
て
い
る
。
こ
の
教
科
書
の

実
際
の
初
版
は
明
治
三
十
年
(
一
八
九
七
)
五
月
二
十
一
日
発
行
の

も
の
で
、
明
治
三
十
二
年
(
一
八
九
九
)
三
月
二
十
三
日
の
一
訂
正
再

版
が
検
定
済
と
な
っ
た
。
時
文
は
初
版
か
ら
訂
正
再
版
ま
で
収
め
ら

れ
て
お
り
、
現
時
点
の
調
査
で
は
不
認
可
の
も
の
も
含
め
、
こ
の
教

科
書
、
が
最
も
早
く
時
文
教
材
を
採
録
し
た
。

詩
文
へ
の
社
会
的
関
心
、
が
高
ま
り
、
漢
文
教
育
の
転
換
の
必
要
性

も
唱
え
ら
れ
て
い
た
明
治
三
十
年
代
初
め
に
は
、
詩
文
の
提
案
も
含

め
て
、
漢
文
教
科
書
の
構
成
も
変
化
を
見
せ
て
い
た
。
そ
の
一
つ
に

漢
文
が
道
徳
教
育
ば
か
り
で
は
な
く
、
他
教
科
に
関
す
る
語
集
を
学

(93) 



ぶ
こ
と
が
で
き
る
、
極
め
て
実
用
的
な
教
科
で
あ
る
こ
と
を
示
す
た

め
に
、
一
幅
広
い
内
容
の
教
材
を
扱
っ
た
教
科
書
が
増
え
始
め
た
こ
と

が
挙
げ
ら
れ
る

Q

そ
し
て
、
明
治
三
十
一
年
(
一
八
九
八
)
に
文
部

省
が
各
教
科
の
教
授
内
容
や
方
法
等
を
ま
と
め
て
参
考
と
し
て
配
布

し
た
『
尋
常
中
学
校
教
科
細
回
線
査
報
告
』
(
文
部
省
高
等
学
務
馬
)

へ
の
反
発
も
総
合
的
な
教
材
構
成
の
教
科
書
の
出
版
を
推
し
進
め
た
。

島
田
重
札
・
那
珂
遁
世
に
よ
る
「
尋
常
中
学
校
漢
文
科
教
授
細
目
」

は
、
道
徳
教
育
に
一
線
重
し
、
教
材
も
『
資
治
通
鑑
』
等
の
歴
史
書
闘
が

過
半
数
を
占
め
て
い
る
と
批
判
が
起
こ
り
、
そ
れ
に
抵
抗
し
て
、
小

学
校
の
国
務
読
本
の
体
裁
に
倣
っ
て
徳
商
以
外
の
教
材
も
多
く
採
録

す
べ
き
で
あ
る
と
い
う
提
案
も
な
さ
れ
た
の
教
科
審
の
誠
査
を
行
っ

て
い
た
文
部
省
の
担
当
者
も
、
道
徳
教
育
を
重
視
し
た
文
部
省
の
試

案
で
は
な
く
、
総
合
的
な
編
集
方
針
の
ほ
う
を
評
僻
し
て
い
た
。
漢

文
教
育
の
有
効
性
を
訴
え
る
た
め
に
総
合
的
な
教
材
を
揃
え
た
教
科

書
が
多
く
編
ま
れ
た
時
期
に
、
社
会
情
勢
の
変
化
に
よ
り
関
心
が
寄

せ
ら
れ
て
い
た
時
文
も
、
漢
文
教
材
の
艇
を
広
げ
る
教
材
の
一
っ
と

(5) 

し
て
採
録
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。

前
述
の
円
中
等
漢
文
読
本
知
に
採
ら
れ
た
時
文
教
材
は
「
中
日
通

高
行
船
条
約
」
で
あ
る
。
そ
の
採
録
窓
関
は
、
「
官
府
公
文
、
古
来

別
有
一
一
体
、
頗
与
尋
常
文
章
異
ヮ
況
、
現
時
措
延
所
用
、
車
為
異
体

也
。
読
者
亦
不
可
不
知
薦
。
故
本
一
編
別
附
之
於
第
十
巻
末
尾
、
以
資

(6} 

読
者
。
」
と
説
明
が
あ
る
。
漢
文
教
材
と
し
て
の
時
文
の
役
割
前
は
、

ま
ず
様
々
な
文
部
や
古
典
に
は
な
い
語
嚢
を
学
ば
せ
、
公
用
文
な
ど

の
書
式
を
理
解
さ
せ
る
こ
と
で
漢
文
の
実
用
性
を
主
張
す
る
こ
と
に

あ
っ
た
。

他
の
教
科
書
に
お
い
て
も
、
例
え
ば
『
中
等
漢
文
新
読
本
』
に
は
、

「
支
那
人
ノ
作
レ
ル
モ
ノ
ハ
、
独
リ
古
文
ノ
ミ
ナ
ラ
ズ
、
又
時
文
ヲ

交
へ
採
リ
テ
以
テ
古
今
ノ
文
体
ニ
併
セ
通
セ
シ
メ
ン
「
i

ヲ
カ
メ
タ

(7} 
リ
J

と
、
や
は
り
「
古
今
ノ
文
体
」
を
学
ば
せ
る
こ
と
を
自
約
一
に

時
文
を
採
っ
た
と
説
明
が
あ
る
。
こ
の
教
科
書
じ
は
新
開
か
ら
採
録

し
た
『
時
務
報
』
「
四
十
日
環
潜
地
球
」
、
司
知
新
報
』
「
窮
探
北
涼

洋
」
、
『
溝
議
報
h

「
一
都
耳
遜
(
ネ
ル
ソ
ン
)
逸
事
」
〔
梁
啓
超
「
偉
人

前
耳
遜
逸
事
」
)
が
収
め
ら
れ
て
い
る
。
「
盟
十
日
環
帯
地
球
」
は
シ

ベ
リ
ア
鉄
道
が
四
十
ヨ
問
で
地
球
を
一
一
期
で
き
る
と
い
う
記
事
で
、

「
窮
探
北
掠
洋
」
は
ア
メ
リ
カ
の
北
極
探
検
家
、
ピ
ア
リ

i
が
一
八

九
四
年
に
グ
リ

i
ン
ラ
ン
ド
で
煩
石
を
発
見
し
た
記
事
で
あ
る
。

「
執
耳
遜
逸
事
」
は
イ
ギ
リ
ス
の
ネ
ル
ソ
ン
提
語
、
が
幼
少
の
頃
か
ら

栄
誉
を
忘
れ
な
か
っ
た
と
い
う
逸
話
の
紹
介
で
あ
る
。
前
者
一
一
篇
が

知
識
を
増
や
す
教
材
で
あ
る
の
に
対
し
、
こ
ち
ら
は
道
徳
的
教
材
を

隷
ね
る
つ
詩
文
教
材
の
役
割
と
し
て
次
に
挙
げ
ら
れ
る
の
は
、
近
い

時
代
の
出
来
事
、
人
物
に
関
す
る
内
容
よ
っ
て
興
味
を
引

き
、
知
識
を
増
や
す
こ
と
で
あ
る
。

(94) 



こ
う
し
て
時
文
も
部
で
採
用
が
続
け
ら
れ
、
明
治
一
二
十
瓦
年

(
一
九

O
一
一
)
二
月
に
は
、
一
一
一
一
m
わ
ば
明
治
一
一
一
十
年
代
前
半
の
数
々
の

試
み
が
結
集
し
た
「
嬰
日
」
が
公
布
さ
れ
た
り
こ
こ
に
定
め
ら
れ
た

漢
文
科
の
内
容
・
程
度
の
概
略
を
述
べ
れ
ば
、
第
…
学
年
は
、
「
尚
早

語
単
句
」
に
よ
り
国
語
と
の
奥
向
を
示
し
、
「
我
間
近
世
作
家
ノ
用

語
平
易
ニ
構
造
鰐
男
ナ
ル
短
章
い
を
中
心
に
、
国
語
の
漢
訳
と
原
文

の
対
比
も
時
に
取
り
入
れ
て
い
る
。
第
二
学
年
は
さ
ら
に
「
我
器
近

世
い
作
家
ノ
鮒
州
場
ナ
ル
叙
事
文
或
ハ
伝
記
、
紀
行
等
ノ
文
意
完
結
セ
ル

短
編
ヲ
加
ブ
」
(
瀬
山
陽
司
日
本
外
史
b

、
大
槻
擦
漢
明
近
十
日
史
談
』
、

堀
谷
結
桧
明
宕
陰
存
稿
円
安
井
忠
軒
町
読
欝
余
適
』
等
)
。
第
一
一
一
学

年
は
さ
ら
に
「
我
間
制
作
家
ノ
論
説
文
ヲ
加
フ
」
(
瀬
山
陽
明
日
本
外

史
』
「
紋
論
」
等
)
。
第
四
学
年
は
、
散
文
は
さ
ら
に
「
支
那
作
家
ノ

簡
易
ナ
ル
伝
記
、
紀
行
等
ノ
文
ヲ
加
ブ
」
(
清
初
作
家
、
唐
宋
八
家
、

住
藤
一
斎
、
松
崎
憐
蛍
等
)
。
詩
は
明
麿
詩
選
b

等
。
第
五
学
年
は
、

散
文
は
さ
ら
に
「
史
記
、
蒙
求
、
論
語
ノ
類
ヲ
加
ブ
」
。
詩
は
同
じ

(
8」

く
『
麿
詩
選
h

を
用
い
る
。
特
別
な
指
示
は
な
い
が
、
明
治
一
一
一
十
年

代
前
半
の
試
み
が
引
き
継
が
れ
て
、
平
易
な
教
材
に
は
卑
近
な
内
容

の
教
材
、
が
採
ら
れ
、
総
合
的
な
内
容
の
教
科
書
も
多
く
編
ま
れ
続
け

た。
詩
文
教
材
は
前
述
の
よ
う
に
明
治
三
十
六
年
(
一
九

O
三
)
に
採

録
数
を
増
や
し
た
が
、
「
要
呂
」
に
指
示
は
な
い

Q

詩
文
教
材
の
採

ら

に

促

し

た

の

は

、

明

治

二

全

間

的

な

教

育

者
の
組
織
で
あ
る
帝
問
教
育
会
の
漢
文
教
授
法
研
究
部
の
決
議
案
で

{
9
}
 

あ
ろ
う
。
明
治
三
十
五
年
二
九

O
二
)
十
二
月
、
市
問
教
育
界
内

に
漢
文
教
授
法
研
究
部
が
設
立
さ
れ
、
漢
文
の
教
授
内
容
に
つ
い
て

調
査
が
行
わ
れ
た
っ
翌
年
の
一
一
月
、
当
該
研
究
部
は
中
等
教
青
の
漢

(ω) 

文
科
に
時
文
を
加
え
る
こ
と
を
討
論
に
よ
り
可
決
し
た
。
後
に
中
等

教
脊
の
漢
文
科
の
目
的
、
分
川
島
、
時
数
、
材
料
に
つ
い
て
試
案
を
ま

と
め
た
際
に
、
第
四
、
五
学
年
で
時
文
を
盛
り
込
む
決
議
案
が
可
決

さ
れ
た
。
こ
れ
ら
の
議
決
に
は
法
的
拘
束
力
は
な
か
っ
た
も
の
の
、

時
文
教
材
の
採
録
に
影
響
を
及
ぼ
し
た
と
考
え
ら
れ
る
。

し
か
し
、
時
文
を
中
学
校
で
教
え
る
こ
と
に
つ
い
て
は
反
対
意
見

も
多
か
っ
た
。
法
費
慶
次
郎
は
、
お
そ
ら
く
こ
の
帝
国
教
育
会
議
案

可
決
に
言
及
し
て
、
授
業
数
が
足
り
な
い
た
め
に
中
学
校
の
漢
文
の

時
間
に
時
文
を
'
組
み
入
れ
る
こ
と
に
反
対
し
た
。
何
よ
り
も
、
「
今

日
の
支
部
語
時
文
に
於
て
は
、
世
界
の
運
命
を
支
配
し
、
世
界
の
幸

(
泣
)

一
指
に
影
響
す
る
が
如
き
大
思
想
大
発
明
は
包
含
せ
ら
れ
ぬ
」
た
め
に
、

時
間
を
割
く
必
要
誌
な
い
と
判
断
し
た
。
菌
文
で
も
中
学
教
育
の
材

料
に
供
す
べ
き
も
の
泣
欠
乏
し
て
お
り
、
日
本
で
は
「
心
血
を
注
ぎ

(
日
)

し
や
う
な
る
著
述
は
殆
ん
ど
す
べ
て
漢
文
で
あ
る
」
た
め
、
中
学
生

に
と
っ
て
は
詩
文
を
学
び
中
盟
と
の
交
流
を
考
え
る
よ
り
も
、
「
今

日
我
留
民
が
我
留
に
生
息
し
行
く
上
に
於
て
、
古
文
の
素
養
が
な
け

(95) 



(日己

れ
ば
、
自
も
立
ち
行
か
ぬ
を
深
く
患
ふ
の
で
あ
る
」
と
、
中
等
教

官
の
漢
文
科
で
は
古
文
(
漢
文
)
こ
そ
学
ぶ
べ
き
で
あ
る
と
説
い
た
ョ

や
や
遡
り
、
明
治
三
十
四
年
(
一
九

O
二
四
月
十
日
に
は
、
伊

藤
松
雄
編
明
議
臨
時
文
類
纂
』
(
明
治
世
一
一
開
焼
、
明
治
三
十
四
年
一
月

二
口
)
と
い
う
時
文
の
読
本
が
検
定
不
認
可
と
な
っ
て
い
る
(
検

J

定

の
約
一
当
は
長
尾
模
太
郎
(
雨
山
口
。
こ
の
教
科
書
に
は
移
正
意
見
は

記
さ
れ
て
い
な
い
が
時
文
専
門
の
読
本
で
あ
る
こ
と
が
不
認
可
の

現
出
で
あ
る
だ
ろ
う
。
版
を
重
ね
て
出
版
さ
れ
て
い
る
の
で
、
一
般

落
と
し
て
は
読
ま
れ
て
い
た
よ
う
で
あ
る
が
(
袈
識
の
も
の
は
明
治

三
十
五
年
五
月
二
十
日
発
行
の
三
版
)
、
中
学
校
で
は
詩
文
に
多
く

の
時
簡
を
割
く
こ
と
は
認
め
ら
れ
な
か
っ
た
。
漢
文
教
笥
の
改
革
の

一
つ
の
子
段
と
い
う
提
案
は
あ
っ
た
も
の
の
、
あ
く
ま
で
も
時
文
は

多
様
な
教
材
の
…
つ
で
、
根
幹
か
ら
中
等
教
育
の
漢
文
科
の
目
的
や

指
導
内
容
を
変
え
る
も
の
で
は
な
か
っ
た
の
で
あ
る
う

時
文
教
材
に
は
、
学
留
に
二
足
の
時
間
を
要
し
、
か
っ
内
容
も
学

生
の
将
来
に
あ
ま
り
帯
意
識
で
は
な
い
と
い
う
問
題
が
含
ま
れ
て
い

た
乙
と
が
、
採
録
を
終
え
た
…
つ
の
嬰
問
と
も
な
っ
た
と
考
え
ら
れ

る
の
続
い
て
「
裂
回
」
公
布
後
の
時
文
教
材
へ

題
視
さ
れ
た
時
文
教
材
に
つ
い

本
稿
で
扱
う
教
科
書
と
調
査
の
短
当
者

検
定
に
用
い
ら
れ
た
教
科
書
に
記
さ
れ
て
い
る
修
正
意
見
の
う
ち
、

現
窪
確
認
で
き
る
も
の
で
は
、
明
冶
一
ニ
十
年
代
前
半
に
、
時
文
体
の

教
材
に
関
し
て
特
別
な
指
示
は
見
あ
た
ら
な
い
。
こ
こ
で
は
明
治
三

十
五
年
(
一
九

O
二
)
二
月
の
「
要
問
戸
一
公
布
後
か
ら
、
時
文
、
が
最

後
に
採
録
さ
れ
た
四
十
四
年
(
一
九
一
こ
ま
で
に
検
定
を
受
け
た

教
科
書
を
扱
う
。

教
科
書
の
検
定
を
希
望
す
る
発
行
者
詰
所
定
の
欝
類
に
手
数
料
を

添
え
て
、
教
科
書
を
二
部
文
部
省
に
提
出
し
た
。
検
定
に
使
用
さ
れ

た
教
科
書
に
は
、
表
紙
に
小
さ
な
四
角
の
紙
片
、
が
鮎
ら
れ
て
い
る
こ

と
が
あ
り
、
そ
こ
に
調
査
を
し
た
人
物
の
署
名
や
認
印
が
残
さ
れ
て

い
る
今
署
名
や
認
印
法
教
科
書
貼
付
の
修
正
意
見
を
記
し
た
付
護
に

も
見
え
る
こ
と
も
あ
る
会

(96) 

は
、
総
務
問
図
書
課
(
文
部
省
官
制
中
改
正

…
年
五
月
十
九
日
以
降
)

間

一
月
間

て
い
た
が
、

っ
て
い
た
の
今
回
取
り

…

の

識

査

に

当

た

っ

た

の

は

、

介

(

盟

林

泰

輔

、

間

関

書
課



正
之

幣

燦

担

応

推

定

し

て

お

く

。

(
は
川
}

(
?
〉
印
は
特
定
で
き
て
い
な
い
。

名
前
を
記
し
た
紙
片
の
他
に
教
科
激
闘
の
表
紙
に
は
、

は
な
い
が
、
主
に
第
〕
巻
に
「
口
〔
大
半
が
後
か
ら
貼
っ
た
う
ベ
ル

に
隠
れ
て
兇
え
な
い
〕
申

4
0
0
…
吟
(
中
学
絞
用
)
三
十
一
一
一
ノ
十

一
一
、
十
一
一
党
北
ハ
ム
ハ
」
等
の
よ
う
に
、
整
斑
番
号
や
使
用
す
る
学
較

の
積
類
が
記
さ
れ
て
い
る
。
受
入
日
は
明
治
一
一
一
十
一
一
一
年
三
九

O

O
)
煩
か
ら
記
さ
れ
る
よ
う
に
な
っ
た
。
他
の
巻
に
は
整
理
番
号
と

合
計
冊
数
の
み
が
記
さ
れ
て
い
る
こ
と
が
多
い
。

襟
趨
紙
や
封
面
に
は
、
議
架
の
番
号
を
示
す
印
や
「
検
定
出
願
図

書
/
文
部
省
関
欝
課
(
ま
た
は
局
)
」
等
の
朱
印
が
持
さ
れ
て
い
る
が
、

特
に
検
定
の
実
態
を
調
査
す
る
上
で
控
意
す
べ
き
は
、
「
〔
〕
慰
問
ヤ

〔
〕
号
附
属
(
〔
〕
冊
)
/
明
治
〔
〕
年
〔
〕
月
〔
〕
日

検
定
/
中
学
校
〔
〕
科
」
と
い
う
印
で
あ
る
。
〔
〕
は
空
欄
で
、

後
か
ら
必
要
事
項
を
記
入
す
る
よ
う
に
な
っ
て
お
り
、
こ
の
印
に
よ

っ
て
検
定
が
行
わ
れ
た
年
月
日
が
分
か
る
。
さ
ら
に
一
部
の
不
認
可

の
教
科
書
に
は
「
検
定
不
認
可
」
と
い
う
印
も
あ
り
、
検
定
を
通
過

〈
日
山
)

し
な
か
っ
た
こ
と
が
確
認
で
き
る
。

本
稿
で
扱
う
教
科
書
は
次
の
通
り
。
編
著
者
名
、
教
科
書
名
・
巻

数
、
出
版
者
、
発
行
丘
、
文
部
省
受
入
日
、
検
定
年
月
日
、
検
定
の

の
臓
に
ポ
し
、
検
定
年
月
日
の
早
い
も
の
か
ら
列
挙
す
る
。

〈
:
〉
揚
水
平
ィ
郎
編
、
西
村
山
由
回
一
校
内
部
伏
文
新
読
本
』
五
巻
、
郁

舎
、
明
治
一
一
一
十
七
年
九
月
二
十
六
日
、
同
年
九
月
二
十
七
日
受
、

明
治
三
十
八
年
…
月
二
十
一
日
検
定
、
大
江
。
訂
正
第
二
版
(
明
治

三
十
八
年
一
月
十
四
日
)
が
向
年
…
月
二
十
一
日
に
検
定
済
。

〈
2
〉
秋
山
四
郎
著
『
新
撰
漢
文
読
本
』
十
巻
、
金
港
堂
書
籍
、

明
治
三
十
八
年
十
一
月
五
日
、
何
年
十
一
月
九
日
受
、
明
治
三
十
九

年
一
月
二
十
西
日
検
定
、
大
江
。
訂
正
再
版
(
明
治
三
十
九
年
一
月

十
八
日
)
が
間
年
二
月
二
十
四
日
に
検
定
済
。

〈
3
〉
爵
諮
漢
文
研
究
会
縮
、
熊
野
道
明
校
『
改
訂
新
編
漢
文
教

科
書
』
五
巻
、
明
治
蕎
段
、
明
治
一
一
一
十
九
年
十
一
月
三
日
改
一
訂
、
明

治
一
二
十
九
年
十
月
三
十
一
日
受
ち
明
治
四
十
年
二
丹
四
日
検
定
、

「
孝
明
」
印
。
改
訂
再
販
(
明
治
四
十
年
二
月
一
日
)
が
何
年
二
月

四
日
に
検
定
済
。

〈
4
〉
国
語
撰
文
会
編
、
渋
谷
啓
践
校
『
新
編
漢
文
読
本
』
五
巻
、

山
海
堂
書
語
、
明
治
四
十
年
九
月
十
八
日
、
同
年
九
月
十
六
日
受
、

明
治
四
十
一
年
一
月
二
十
一
日
検
定
、
大
江
・
問
問
。
訂
正
再
版

(
明
治
四
十
一
年
一
月
十
一
日
)
が
向
年
一
月
二
十
一
日
に
検
定
済
。

検
定
年
月
日
は
教
科
書
の
書
入
れ
に
従
っ
た
が
、
『
検
定
済
教
科
書

(
げ
)

加
で
は
「
明
治
四
十
一
年
一
月
十
八
日
」
と
す
る
。

〈
5
〉
市
村
環
次
郎
一
編
司
中
学
漢
文
読
本
』
五
巻
、
明
治
四
十
二

(97) 



月
十
五
日
初
版
、
金
港
蛍
喬
籍
、
向
年
十
二
月
五
日
受
、
明

治
四
十
三
年
二
月
十
七
日
検
定
、
幣
原
。
訂
正
再
販
(
明
治
四
十
一
一
一

年
二
月
八
日
)
が
間
年
二
月
十
七
臼
に
検
定
演
。

〈

6
〉
服
部
宇
之
斉
…
縮
問
漢
文
新
読
本
』
五
巻
、
明
治
図
書
室
岡
籍
、

明
治
四
十
一
年
十
一
月
二
十
二
日
、
何
年
十
一
月
二
十
日
受
、
明
治

的
十
一
一
年
二
月
四
日
検
定
、
幣
顔
。
訂
正
一
得
版
(
明
治
四
十
二
年
…

丹・
a

十
六
日
)
が
向
年
二
月
四
日
に
検
定
済
。

八

7
〉
勝
成
社
編
輯
所
編
司
市
関
漢
文
読
本
』
五
巻
、
啓
成
社
、

明
治
四
十
二
年
十
一
月
三
十
日
、
同
年
十
一
月
二
十
九
日
受
、
明
治

問
十
三
年
一
二
月
七
日
検
定
、
幣
顔
。
訂
正
再
版
(
明
治
四
十
三
年
二

月
二
十
八
日
)
が
同
年
三
月
七
日
に
検
定
務
。

〈

8
〉
深
井
銀
…
郎
編

31等
漢
文
定
一
本
h

五
巻
、
宝
文
館
、
明

治
的
十
二
年
十
一
月
二
十
五
日
、
同
年
十
一
月
二
十
二
日
受
、
明
治

四
十
三
年
(
教
科
議
の
検
定
年
は
「
間
二
」
と
記
さ
れ
て
い
る
が
誤

記
で
あ
ろ
う
〉
一
月
六
日
検
定
、
幣
原
。
訂
正
再
版
(
明
治
四
十
二

年
十
，
…
月
三
十
三
臼
〉
が
明
治
問
十
三
年
二
月
六
日
に
検
定
滞
。
し

か
し
、
「
明
治
問
ト
二
年
十
二
月
二
十
八
百
検
定
ス
」
と
公
表
さ
れ

(
同
川
)

て
い
る
。

〈

9
〉
沢
柳
政
太
郎
'
岩
穣
窓
徳
著
『
中
等
撰
文
』
五
巻
、
森
山

、
明
治
問
十
一
一
一
年
十
一
月
三
十
三
日
、
同
年
十
一
月
二
十
四

明
治
四
十
悶
年
二
月
つ
十
日
検
定
、
渡
部
・
大
江
。

抜
(
明
治
四
十
四
年
二
月
十
七
日
)
が
同
年
二
月
二
十
日
に
検
定
済
。

以
上
の
教
科
書
は
初
版
と
改
訂
版
の
検
定
年
月
日
が
同
じ
で
あ
る

が
、
や
は
り
受
入
尽
か
ら
記
載
さ
れ
た
臼
付
ま
で
の
関
に
最
初
の
検

定
が
行
わ
れ
、
そ
の
結
果
、
が
何
ら
か
の
形
で
出
版
者
側
に
伝
え
ら
れ

た
も
の
と
考
え
ら
れ
る

2

具
体
的
な
日
付
の
分
か
る
付
護
を
も
と
に

判
断
す
る
と
、
受
入
活
か
ら
初
版
の
検
定
ま
で
に
は
二
ヶ
月
の
開
き

が
あ
る
が
、
初
版
の
検
定
時
の
意
晃
を
も
と
に
修
正
を
加
え
た
訂
正

版
は
一
週
間
関
程
度
で
発
行
さ
れ
、
そ
の
後
数
日
程
度
で
検
定
済
と
な

っ
た
。
す
べ
て
の
教
科
書
の
手
順
は
確
認
で
き
な
い
が
、
応
の
自

安
に
は
な
る
だ
ろ
う
。

三
、
時
文
教
材
へ
の
移
正
意
見

そ
れ
で
誌
、
時
文
教
科
に
付
け
ら
れ
た
修
正
意
向
ん
と
、

れ
た
教
材
に
つ
い
て
、
見
て
い
き
た
い
。

①

山

内

汝

檎

〔

『

東

遊

叢

録

』

十
八
汀
・
一

守
し
、
aノ

ふ
A
守
パ

ν

し
、
そ
の
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一
正
版
で
は
こ
の
館
所
を
削
除
し
、

②
同
町
東
遊
議
録
h

「
繁
談

体
」
(
〈
9
〉

五

・

一

四

九

一

興

ト

，

部

に

朱

倫

源

、

文
化
の
縦
敢
等
に
つ
い
て
井
上
官
次
郎
と
筆
談
し
た
記
録
で
あ
る
。

こ
の
教
材
は
削
除
さ
れ
ず
に
誤
字
や
返
り
点
に
拷
正
が
加
え
ら
れ
て

訂
正
版
に
も
採
録
さ
れ
た
ο

③
賀
恩
級
判
定
武
学
記
』
「
希
望
」
「
時
文
」
(
〈
6
〉
間
・
…
一
一
…
寅

下
朱
)
。
本
文
の
「
詩
的
州
鼠
尚
所
趨
、
ふ
や
い
…
以
奇
問
円
安
一
際
敷
術
、
為
討

便
宜
之
無
上
妙
鋭
問
。
」
と
い
う
筒
所
の
一
脱
出
に
「
荷
民
委
燦
敷
前
二
字

時
文
用
為
符
日
比
議
資
之
議
。
」
(
一
五
一
民
)
、
「
梗
賞
二
字
、
時
文
前
為

便
利
、
利
益
又
賎
儲
之
義
J

(
一
六
真
)
と
あ
り
、
時
文
で
の
用
法

を
説
明
し
て
い
る
。
時
文
特
有
の
用
法
が
漢
文
学
習
に
は
不
適
切
で

あ
る
と
判
断
さ
れ
た
。
こ
の
教
材
は
改
訂
版
で
は
安
積
債
(
良
斎
)

「
樹
軒
詩
草
序
」
に
入
れ
替
え
ら
れ
た
。

@
「
以
下
一
九
寧
時
文
」
(
〈
6
〉
五
・
一
一
ニ
九
真
下
朱
。
さ
ら
に
こ

の
付
議
の
右
上
に
朱
で
「
削
」
の
書
入
れ
)
。
こ
の
五
章
と
は
「
予

備
立
憲
之
上
論
」
「
関
於
教
青
宗
旨
之
上
論
」
「
改
定
宮
制
摺
」
「
通

簿
鉄
路
弁
法
摺
」
、
構
図
農
工
高
部
・
度
支
部
「
清
思
総
理
諮
問
考

定
度
量
権
衡
問
弁
情
形
摺
」
を
指
し
て
い
る
。
す
べ
て
削
除
さ
れ
、

代
わ
り
に
『
漢
書
』
、
韓
愈
、
榔
宗
一
花
、
欽
陽
修
等
に
入
れ
替
え
ら

れ
た
。

て
い
な
い
が
、
時
文
で
あ
る
た
め
に
削
除
す
る
よ

付
い
て
削
ら
れ
た
教
材
に
は
次
の
も
の
が
あ
る
。

@
，
ハ
以
下
全
部
削
除
」
(
〈
1
〉
五
・
一
一
六
頁
下
黒
。

「
以
下
」
で
竣
か
ら
加
え
ら
れ
た
)
。
第
四
十
三
以
下
の
教
材

と
は
、
訳
倫
敦
報
「
記
償
問
水
師
義
船
」
、
李
鴻
葉
「
答
日
本
東
邦

協
会
頭
書
」
、
明
中
外
申
報
b

、
「
雑
報
」
、
表
世
凱

訓
条
」
で
あ
る
つ

⑤
「
教
務

(
〈

3
〉
五
e

-) 

、
抄
請
沼
教
育
五
大
綱
「
尊
孔
」

Z
9

1
頁
朱
)
。
付
護
が
半
分
欠
損
し
て
い
て
、
こ
の

同
分
か
ら
な
い
が
、
改
定
版
で
は
ど
ち
ら
も
削
削
除

さ
れ
て
い
る
の
で
、
削
る
よ
う
に
指
示
が
あ
っ
た
の
で
あ
ろ
う
。

⑦
「
清
酪
皇
帝
箆
欝
」
「
制
」
(
〈
8
〉
五
・
一
五
五
真
下
黒
)
。
次

に
収
め
ら
れ
た
「
大
日
本
豊
若
陛
下
図
書
」
と
と
も
に
削
除
。

@
『
間
文
一
輝
報
』
「
欽
使
譲
克
述
函
」
(
「
那
欽
使
煩
詔
」
「
清
国
皇

帝
陛
下
図
書
」
「
日
本
密
皇
帝
陛
下
勅
一
声
一
の
一
ニ
篇
を
含
む
)
「
蹴
」

(〈
2
〉
十

-
B録
二
裏
下
黒
)
、
「
削
」
(
向
上
、
五
一
表
下
黒
)
。

②
了
汝
恩
「
請
納
税
舛
官
官
」
「
削
除
」
(
〈
4
〉
一
ニ
'
目
次
九
頁
下
朱
)
、

「
削
除
」
(
〈
4
〉
一
ニ
・
二
一
一
六
頁
下
朱
)
。
次
に
採
録
さ
れ
て
い
る
伊

藤
拾
亨
「
覆
了
提
餐
量
一
回
一
も
あ
わ
せ
て
削
削
除
さ
れ
た
a

自
清
戦
争
時
、

域
海
衛
の
戦
の
開
戦
前
に
海
軍
中
将
の
伊
東
祐
亨
が
、
か
つ
て
交
流

の
あ
っ
た
清
濁
海
軍
提
替
の
了
汝
畠
に
送
っ
た
降
伏
を
勧
め
る
書
信

(99) 



で
あ
る
。

た
が
、

こ
の
二
篇
は
一
般
向
け
の
時
文
の
読
本
に
は
よ
く
採
ら
れ

例
え
ば
、
伊
藤
紘
亨
「
覆
了
提
督
量
一
間
」
に
「
コ
ノ
文
八
百
自

キ
題
詩
ナ
レ
ト
モ
文
辞
拙
劣
詩
句
通
セ
サ
ル
所
ア
リ
脱
去
ス
ル
ニ
如

カ
ズ
」
と
い
う
よ
う
に
、
文
章
に
問
題
が
あ
る
と
い
っ
た
修
正
意
見

(
泌
}

が
付
け
ら
れ
て
削
除
し
た
教
科
書
も
あ
っ
た
の

⑪
「
尺
般
」
「
制
」
(
〈
5
〉
五
・
…
六
六
一
員
土
部
に
黒
の
童
一
聞
き
入

れ
て
訂
正
版
で
は
、
修
正
意
見
の
付
か
な
か
っ
た
「
清
朝
予
備
立

上
論
」
と
と
も
に
制
削
除
さ
れ
た
。

⑪
大
野
徳
孝
編

〔
文
求
堂
、
明
治

六
月
〕
「
両
将
軍
一
核
問
凡
」
「
鰯
」
(
〈
2
〉
八
・

⑫
向
上

⑬
青
柳
篤
恒
藷

(
一
九

O
七
)

「
制
ル
」
(
〈
2
〉
九
・
五
一

句
評
釈
支
那
時
文
軌
範
』
〔
博
文
館
、
明
治
四
十

月
〕
「
端
方
与
蘇
州
領
事
返
翰
」
「
削
除
」
(
〈
4
〉

。
目
次
の
「
端
方
与
蘇
州
領
事
返
翰
」
と
問

の
ど
ち
ら
に
も
か
か
る
よ
う
に
、

に
は
本
文
の
ほ
う
に
付

じ
出
典
の

と
部
，
ァ
片
犬
乃
集
。

J
ふ
f
u
F
2
L

，
f
i
ト
J
η

ぺe
f
t、
よ
明
日
サ

議
が
な
い
が
、
こ
ち
ら
も
桝
仏
附
さ
れ
た
。

⑬
向
上
「
局
外
中
史
上
諭
」
「
剤
」
(
〈
4
V

「
削
」
(
〈
パ
1

〉
帆
七
日
照
下
黒
)
。
次
の
張
之
綿

字

の

み

あ

る

が

州

削

除

さ

れ

た

。

五

③
向
上
「
清
霞
白
忠
清
間
好
書
」
「
天
皇
一
復
室
田
」
「
賜
祭
外
毘
」
の
ほ

か
に
、
こ
れ
は
日
本
人
の
作
で
あ
る
、
が
渋
谷
林
山
「
還
前
遼
東
半
島

訪
問
」
「
論
陸
軍
海
軍
人
勅
」
も
含
め
て
「
皆
制
」
(
〈
4
〉
四
・
信
次

七
真
下
黒
)
。
「
三
下
剤
」
(
〈
4
〉
四
・
二
ニ
七
頁
下
黒
)
。
渋
谷
淋

山
の
二
篇
法
残
り
、
「
清
毘
皇
帝
問
好
書
」
「
天
皇
復
書
」
「
賜
祭
外

霞
」
の
み
削
削
除
さ
れ
た
会

⑬
向
上
「
十
月
晦
呂
英
霊
」
「
制
」
(
〈
7
〉
二
・
目
次
一
頁
下
黒
)
、

「
剤
」
(
〈
7
〉
二
*
四
真
、
タ
イ
ト
ル
の
右
と
に
黒
の
書
き
入
れ
て

訂
正
版
で
拭
「
格
一
二
忠
経
』
一
一
篇
、
司
古
文
孝
経
』
一
篇
)
に

入
れ
替
え
ら
れ
た
合

⑪
向
上

(
自
次
の
タ
イ
ト
ル
「
四
月
十
日
燕

「
削
」
(
〈
7
〉
二
・
目
次
八
頁
下
黒
。
目
次
は
横
の

「
教
育
勅
一
訪
問
」
に
も
か
か
る
よ
う
に
山
状
の
黒
線
と
「
削
」
の
書
き

入
れ
が
あ
る
て
「
注
意
」
(
〈
7
〉
二
・
一
一
二
頁
下
黒
。
さ
ら
に
本

文
の
タ
イ
ト
ル
右
上
に
嬰
で
「
制
」
の
世
一
聞
き
入
れ
)
。
⑮
と
同
じ
教

科
書
で
あ
る
が
、
こ
ち
ら
法
代
わ
り
に
入
れ
脅
え
ら
れ
た
教
科
は
な

か
っ
た
ろ
窃
は
そ
の
前
後
に
教
材
が
あ
り
、
削
除
す
る
と
全
体
を
調

ら
な
か
っ
た
の
で
、
問
問
じ
分
母
一
の
教
材
を
挿
入
し

最
後
に
収
録
さ
れ
て
い
た
の
で
削
除
の
み
で
入

い
円
あ
る
教
材
が
採
録
さ
れ
る
理
由
に
は
、
出

く
関
わ
っ
て
い
る
こ
と
を
ポ
す
例

(100) 

た
。
し
か
し
、

れ
替
え

版
者
側
仰
の



で
も
あ
る
。四

漢
文
教
青
の
「
本
旨
」

以
上
は
す
べ
て
削
除
さ
れ
た
教
材
で
あ
る
が
、
次
一
の
教
材
は
時
文

で
あ
る
と
修
正
意
見
が
付
け
ら
れ
て
も
削
除
さ
れ
ず
に
採
録
さ
れ
た
。

⑬
作
者
未
詳
「
詩
人
之
権
利
」
「
以
下
時
文
体
」
(
〈
9
〉
五
・
六

間
一
県
上
部
、
朱
の
書
き
入
れ
)
、
「
法
制
経
済
論
理
等
ノ
記
事
ハ
一
漁
文

ヲ
教
ユ
ル
本
鼠
ニ
ア
ラ
サ
ル
ベ
キ
カ
」
(
〈
9
〉
五
・
六
五
実
上
部
、

朱
の
本
聞
き
入
れ
)
。
「
以
下
」
と
は
こ
の
教
材
に
続
く
「
生
命
」
「
財

産
」
「
名
誉
」
「
家
産
不
可
分
論
」
「
財
問
問
論
(
中
村
正
譲
)
」
「
理
想

論
」
「
快
楽
説
」
「
克
己
説
」
「
実
現
説
」
を
指
す
。
こ
れ
ら
の
教
材

は
誤
字
の
み
修
正
が
加
え
ら
れ
て
す
べ
て
訂
正
版
で
も
残
さ
れ
た
。

検
定
制
度
開
始
後
、
修
正
意
見
の
指
示
に
は
す
べ
て
従
わ
な
く
て

も
検
定
済
に
な
っ
て
は
い
た
が
ち
本
稿
で
こ
れ
ま
で
見
て
き
た
よ
う

に
、
削
除
と
い
う
指
示
が
付
け
ら
れ
や
す
い
時
文
教
材
は
、
出
版
者

側
も
当
然
採
録
を
避
け
る
よ
う
に
な
る
だ
ろ
う
。
時
文
を
不
適
切
と

見
な
し
た
の
は
、
教
刻
の
規
定
で
は
な
く
、
現
場
の
判
断
で
あ
る
。

担
主
者
の
検
定
の
基
準
は
、
そ
の
時
々
の
漢
文
教
育
の
思
潮
と
も
無

関
係
で
は
な
か
っ
た
。
⑬
の
修
正
意
克
の
中
に
あ
っ
た
「
漢
文
ヲ
教

ユ
ル
本
出
回
」
と
は
、
そ
の
当
時
は
、
ど
の
よ
う
に
考
え
ら
れ
て
い
た
の

だ
ろ
う
か
。
検
定
の
担
当
者
の
人
と
し
て
推
定
し
た
向
田
正
之
は
、

け
本
で
伝
え
ら
れ
て
き
た
漢
字
漢
文
を
同
化
的
漢
字
同
化
的
漢
文
と

し
、
内
容
と
外
形
の
，

J

つ
の
面
か
ら
、
留
民
と
の
関
係
を
説
き
、
中

学
校
の
漢
文
教
宵
の
目
的
を
述
べ
て
い
る
が
、
こ
こ
で
は
内
容
蕗
に

つ
い
て
取
り
上
げ
た
い
。

問
問
問
は
、
日
清
円
蕗
の
何
戦
争
後
、
思
民
が
「
舟
爵
の
実
力
が
他

留
に
優
越
し
た
る
備
儲
あ
る
こ
と
を
自
覚
し
へ
「
教
育
勅
語
の
愈
々

(
釘
)

高
り
難
き
こ
と
を
認
識
し
」
、
聖
一
勅
の
技
釈
で
あ
る
図
書
等
の
間
化

的
漢
文
の
大
切
さ
に
気
づ
い
て
き
た
。
こ
の
国
民
と
同
化
的
漢
文
と

の
重
要
な
関
係
は
、
過
去
・
現
在
だ
け
で
は
な
く
、
将
来
も
続
く
も

の
と
す
る
の
教
育
上
は
四
書
五
経
に
限
ら
ず
、
「
醇
建
な
思
想
が
養

(
川
口
一
}

は
れ
る
と
同
時
に
、
高
尚
な
趣
味
も
得
ら
れ
る
」
歴
史
書
や
詩
文
も

教
材
と
し
て
適
切
で
あ
る
と
し
、
問
問
化
的
漢
文
の
必
要
性
を
説
く
。

そ
し
て
「
我
帝
国
の
中
堅
た
る
に
負
か
な
い
人
格
と
し
て
、
祖
先
の

跡
を
継
ぎ
後
来
の
国
民
を
導
か
ん
と
す
る
人
士
は
、
ど
う
し
て
も
同

化
的
漢
文
に
待
た
ね
ば
な
る
ま
い
と
思
ひ
ま
す
、
既
に
同
化
的
の
漢

文
を
必
要
と
す
る
上
誌
、
之
れ
が
理
解
力
を
養
ひ
て
其
の
要
求
に
応

ぜ
ざ
る
べ
か
ら
ざ
る
は
理
の
見
や
す
き
も
の
で
あ
ら
う
と
存
じ
ま

{
お
}

す
J
と
結
ぶ
。

こ
の
発
一
一
一
一
口
の
お
よ
そ
八
年
前
、
詩
文
を
中
等
教
育
の
漢
文
に
盛
り

込
む
と
い
う
前
述
の
帝
国
教
育
会
の
議
案
の
可
決
の
際
に
は
も
常
議

員
で
あ
る
向
田
正
之
も
出
席
し
、
詩
文
を
加
え
る
可
否
の
討
論
の
前

、、，ノ
1
4
4
 

ハU一

噌

'
2
4

d
f
s

、、



に
中
等
学
校
に
お
け
る
漢
文
を
教
授
す
る
目
的
、
分
輩
、
時
数
を
定

め
る
必
要
が
あ
る
と
し
て
、
緊
急
動
議
を
出
し
た
が
、
賛
成
者
が
な

(MJ 

く
却
下
さ
れ
た
。
と
述
の
よ
う
な
認
識
で
あ
れ
ば
、
あ
る
い
は
当
時

か
ら
時
文
を
学
羽
田
内
容
に
盛
り
込
む
こ
と
に
つ
い
て
は
積
極
的
で
な

か
っ
た
可
能
性
も
あ
る
が
、
い
ず
れ
に
せ
よ
、
こ
の
発
言
中
に
は
時

文
に
つ
い
て
何
も
触
れ
て
い
な
い
。

こ
う
し
た
、
王
張
は
向
田
ば
か
り
で
は
な
く
、
明
治
一
二
十
年
年
代
末

か
ら
四
十
年
代
に
か
け
て
は
、
原
文
を
通
じ
て
行
う
儒
教
道
徳
に
基

づ
い
た
道
徳
教
湾
こ
そ
が
、
中
等
教
育
の
漢
文
科
の
「
本
旨
」
で
あ

り
、
実
用
性
で
あ
る
と
い
う
論
調
が
増
え
、
時
文
も
含
め
て
総
合
的

な
内
容
を
揃
え
た
漢
文
教
科
書
の
存
効
性
を
説
く
も
の
は
皆
無
で
あ

っ
た
の
小
柳
一
刊
何
気
太
も
「
袈
白
」
で
は
漢
文
科
特
有
の
道
徳
教
青
が

(
叩

ωザ

行
え
な
い
と
批
判
し
た
よ
う
に
、
爵
語
読
本
に
倣
っ
た
総
合
的
な
教

材
構
成
に
よ
り
道
徳
教
南
偏
重
を
関
ぐ
と
い
う
編
集
方
針
が
見
護
さ

れ
、
教
材
を
絞
り
込
ん
で
漢
文
科
間
有
の
問
問
的
の
指
導
に
章
一
点
を
置

く
こ
と
に
な
っ
た
。

現
時
点
の
調
査
で
は
ち
前
述
の
②
と
⑬
を
収
め
た
〈

9
〉
『
中
等

漢
文
』
が
、
時
文
を
採
録
し
た
明
治
期
最
後
の
検
定
済
教
科
書
で
あ

る
。
漢
文
教
育
の
意
義
を
説
く
手
段
の
…
っ
と
し
て
採
録
さ
れ
た
時

文
教
材
は
、
漢
文
教
南
の
目
的
の
変
化
と
と
も
に
、
不
適
切
と
克
な

さ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
そ
の
役
割
を
終
え
た
。
大
正
期
に
も
時
文
を

採
っ
た
教
科
書
は
な
く
、
詩
文
は
昭
和
期
ま
で
姿
を
治
し
た
。

お
わ
り
に

本
稿
で
は
詩
文
教
材
に
付
け
ら
れ
た
現
存
し
て
い
る
す
べ
て
の
修

正
意
見
を
整
理
し
、
削
除
さ
れ
た
教
材
を
紹
介
し
な
が
ら
、
明
治
後

期
の
検
定
の
実
態
を
明
ら
か
に
し
て
き
た
。

詩
文
は
、
日
清
戦
争
後
の
社
会
情
勢
の
変
化
の
も
と
で
、
社
会
的

な
関
心
が
高
ま
っ
て
い
た
今
中
等
教
育
の
漢
文
教
材
と
し
て
は
、
伝

統
的
な
漢
文
に
は
な
い
語
畿
を
学
、
ば
せ
、
同
時
代
の
文
体
に
慣
れ
さ

せ
る
こ
と
で
漢
文
科
の
実
用
性
を
、
主
張
し
、
近
い
時
代
の
興
味
を
引

く
話
題
を
提
供
す
る
た
め
に
採
録
が
始
ま
っ
た
。
特
に
明
治
一
一
一
十
六

年
(
一
九

0
…
ニ
)
二
月
の
悲
箆
教
育
会
の
漢
文
教
授
法
研
究
部
の
議

決
案
も
採
録
を
促
し
た
。
一
方
で
、
時
文
教
材
は
学
習
に
相
当
の
時

間
が
か
か
り
、
中
学
生
に
負
担
を
与
え
か
ね
ず
、
そ
の
内
容
も
生
徒

に
と
っ
て
学
ぶ
べ
き
も
の
は
な
い
と
克
な
さ
れ
る
こ
と
も
あ
り
苛
教

材
と
し
て
扱
い
に
く
い
と
い
う
問
題
を
含
ん
で
い
た
が
、
多
様
な
教

材
構
成
が
評
姉
さ
れ
て
い
た
時
期
で
は
、
検
定
時
に
特
別
な
法
意
は

払
わ
れ
な
か
っ
た
。
し
か
し
、
明
治
四
十
年
代
に
入
っ
て
か
ら
削
除

を
求
め
日
増
え
た
の
は
、
漢
文
科
関
有
の
目
的
に
つ
い
て
新

日
れ
た
こ
と
が
背
景
に
あ
っ
た
の
つ
ま
り
、
明
治
郎

ヤ
同
一
訟
の
読
本
の
教
材
構
成
な
ど
を
模
範
に
し
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た
系
統
の
も
の
が
明
治
十
年
代
か
ら
す
で
に
あ
り
、
そ
れ
が
明
治
三

十
年
代
に
は
主
流
と
な
っ
た
が
、
明
治
後
期
に
は
、
漢
文
科
独
自
の

目
的
が
儒
教
の
経
典
を
原
文
で
読
ま
せ
て
道
徳
教
育
を
行
う
こ
と
に

あ
る
と
い
う
見
解
が
主
流
を
占
め
る
よ
う
に
な
る
と
、
総
合
的
な
教

材
を
揃
え
る
編
集
方
針
は
廃
れ
て
い
っ
た
。
こ
う
し
て
、
時
文
教
材

の
中
学
校
周
の
漢
文
教
科
書
に
お
け
る
役
割
も
終
わ
っ
た
の
で
あ
る
。

続
い
て
は
、
芝
山
子
』
等
の
今
日
で
も
用
い
ら
れ
る
教
材
に
付
け

ら
れ
た
修
正
意
見
に
つ
い
て
整
理
し
、
明
治
期
の
漢
文
教
材
の
変
遷

(
お
}

と
検
定
制
度
と
の
関
わ
り
に
つ
い
て
、
さ
ら
に
考
察
を
試
み
た
い
。

注
(
1
)
脅
柳
篤
一
恨
『
一
許
釈
支
那
時
文
軌
範
』
〈
博
文
館
、

二
一
真
。
後
述
の
⑬

i
⑪
の
事
例
の
出
典
で
あ
る
。

(
2
v
明
治
期
後
半
の
拷
正
意
見
の
一
部
に
つ
い
て
は
、
拙
稿
「
撰
文
教
材

の
変
遷
と
教
科
書
謂
蛮
i

明
治
後
期
を
中
心
と
し
て
!
」
(
『
中
国
近
現

代
文
化
研
究
』
二
一
一
号
、
中
間
近
現
代
文
化
研
究
会
、
二

O
一一日年一一一

丹
)
に
述
べ
た
。

(3)
「
時
事
寓
感
漢
文
講
寵
法
プ
変
の
時
機
」
(
『
教
脊
持
論
』
第
四
八
一

号
、
開
発
社
、
一
八
九
八
年
八
月
)
、
…
一
一
路
頁
。

(
4
)
一
三
浦
叶
「
明
治
年
照
の
漢
文
教
科
書
」
(
『
明
治
の
漢
学
』
汲
古
書
段
、

九
九
八
年
五
月
六
回
，
一
五
一
輿
。

一
九

O
七
年
一
月
)
、

(
5
)
上
記
の
内
容
は
、
拙
稿
円
日
「
清
来
諸
家
の
漢
文
教
材
」
(
勝
山
稔
一
繍

明
小
説
・
芸
能
か
う
見
た
海
域
交
旅
』
東
ア
ジ
ア
海
域
叢
書
、
汲
古
書
院
、

一一

0
4
0年
十
二
月
)
勾
間
b

「
漢
文
教
科
の
変
遷
と
教
科
撤
問
調
査

i

明
治
三
十
年
代
前
半
を
中
心
と
し
て
i
」
(
『
院
本
漢
文
学
研
究
』
第
六

号
、
二
松
学
舎
大
学
日
本
漢
文
教
育
研
究
プ
ロ
グ
ラ
ム
、
一

O

年

一
一
一
月
)
に
述
べ
た

A

(
6
)
「中市

本
』
巻

国
光
社
編
、
副
島
種
盟
関
『
中
等
漢
文
読

八
九
七
年
九
月
二
十
九
日
)
、
諸
一
一
一
一
口
襲
。
こ

つ
い
て
は
拙
稿
前
掲
註

(
4
)
b
に
述
べ
た

が
時
文
に
つ
い
て
は
言
及
、
が
な
い
。

(
7
)
「
編
築
ノ
要
己
問
」
ミ
桜
川
川
穂
部
編
明
中
等
漢
文
新
読
本
』
巻
一
(
大
日

本
開
議
、
一
九

C
O年
十
一
一
月
十
八
日
初
版
、
一
九

O
三
年
十
二
月
七

日
訂
正
問
版
、
同
年
間
月
九
毘
検
定
指
)
、
要
旨
二
真
。

(8)
司
合
同
報
』
第
五
五
七
五
号
、
一

O
七

i
一
O
九
頁
。
「
中
学
校
教
授
要

自
」
に
つ
い
て
誌
、
長
谷
川
滋
成
司
漢
文
教
育
史
研
究
』
(
青
葉
図
書
、

一
九
八
四
年
十
二
月
)
、
一
八
i

コ
二
頁
等
を
参
照
し
た
。

(9)
こ
の
決
議
案
に
つ
い
て
は
、
漢
文
科
存
廃
論
争
と
の
関
わ
り
か
ら
、

す
で
に
詳
細
に
論
じ
ら
れ
て
い
る
。
打
越
孝
明
「
明
治
一
ニ
十
年
代
後
半

の
中
学
校
撰
文
教
膏
存
薬
論
争
に
つ
い
て
1

1
第
七
回
高
等
教
育
会
議

へ
の
療
止
建
議
を
め
ぐ
っ
て

i
i」
(
『
皇
学
館
論
叢
』
第
二
鶴
巻
第
五

号
、
一
九
九
一
年
十
月
て
石
毛
横
一
『
自
本
近
代
漢
文
教
育
の
系

譜
』
(
指
南
社
ラ
ニ
(
)
(
)
九
年
二
月
)
、
一
六

O
i
一
七
八
一
良
等
。

(
問
)
『
教
育
公
報
』
第
二
六
九
号
(
帝
国
教
育
会
、
一
九

O
三
年
三
月
)
、

五一一一
3
1
2

五
霞
頁
字
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(
日
)
明
教
首
公
報
』
第
三
七
時
号
(
帯
顕
教
育
会
、

噛ー、、、

A

，
t
s
U
M
T
3
t
c

f
/
i
!
e
哨
一
+
ノ
認
ap

(
刊
凶
}
法
賀
藤
次
郎
「
中
学
の
漢
文
一
科
」
(
司
教
湾
界
b

第
二
巻
第
七
号
、
金

港
堂
、
一
九

O
三
年
五
月
て
四
六
一
興
ゥ
法
賛
同
五
月
五
自
に
漢
文
教

授
法
研
究
部
の
常
議
員
に
委
託
さ
れ
て
い
る
(
『
教
青
公
報
』
第
二
七
一

帯
同
教
帯
会
、
一
九

O
一
一
一
年
五
月
、
三
七
官
民
て

(
日
)
法
捜
前
掲
技
(
は
て
四
八
賞
。

(凶
J

抜
殻
前
損
控

(
M
M
)

に
同
じ
ぅ

(日
J

明
職
員
録
(
申
)

b

は
、
明
治
三
十
四
年
四
月

A

日
現
在
、
明
治

ミ
十
五
年
五
月
一
日
現
在
、
明
治
三
十
六
年
五
月
一
日
現
定
、
明
治

三
十
七
年
一
九
月
。
日
現
疫
を
参
照
し
た
(
開
立
公
文
書
館
所
躍
明
治
・

大
正
・
昭
和
官
民
録
'
職
員
録
集
成
〔
日
本
問
者
セ
ン
タ
j
ヘ

一
九
九
つ
年
一
月
〕
所
収
の
も
の
を
使
用
可
明
文
部
省
職
員
録
』
は
、

明
治
三
十
七
年
八
月
"
計
調
を
参
照
し
た
う
そ
れ
ぞ
れ
の
略
際
は
、
主

に
次
の
文
献
を
参
考
に
し
た
。
「
文
部
省
図
書
課
長
岐
部
落
一
之
介
者
小

伝
」
(
明
日
本
之
小
学
教
師
』
第
三
巻
第
一
二
三
号
、
(
九

O
一
年
八
月
て
♂

町
間
一
一
一
郎
「
林
泰
鱗
と
日
本
漢
学
」
(
明
明
治
の
漢
学
者
た
ち
』
汲
市
議

院
、
吋
九
九
八
年
一
丹

τ
鎌
田
正
「
林
泰
輔
」
(
『
東
洋
学
の
系
譜
加
大

修
館
高
問
、
，
九
九
金
一
年
十
，
月
)
。
幣
原
泊
一
明
文
化
の
建
設
i
i
i幣
原

間
六
十
年
間
想
起
b

(

山
口
川
弘
文
館
、
.
九
五
了
一
年
，
…
月
。
構
民
地
者
向

人
物
議
占
的
朝
鮮
一
紛
ら
、
ゆ
ま
に
諮
携
彼
刻
、

a

一0
…
0
年
一
年
付
)
。

九
時
)
ト
ぃ
記
の
内
容
は
、
問
問
次
太
郎
吋
算
術
教
科
書
と
教
科
書
検
定
制
度
!

明
治
的
年
代
を
中
心
に
」
(
叫
依
抑
制
れ
大
学
教
指
門
学
部
研
究
論
文
集
恥
第

'

4

八
築
げ
ん
O
'
H
(
H
U
)

、
佐
賀
大
学
教
育
学
部
、

E

九
八

O
年
七
月
)
、

…
九

0
…
…
一
年
八
月
)

一
二
五
1

2

二
一
一
六
真
。
間
「
数
学
教
科
書
と
教
科
書
検
定
制
度
l

明
治

初
年
代
前
半
を
中
心
に
;
」
(
『
性
翼
大
学
教
育
学
部
研
究
論
文
集
h

第

二
九
集
Z
三

(
E
)
、
佐
賀
大
学
教
育
学
部
、
一
九
八
一
年
七
月
)
、

一
一
六
七
!
二
七

G
頁
等
を
参
考
に
し
た
。

(
げ
)
司
検
定
済
教
科
用
問
問
書
表
』
第
三
冊
(
芳
文
舘
復
刻
、
一
九
八
五
年

十
二
月
)
、
一
二
七
実
。

{
叩
ゆ
)
司
検
定
済
教
科
用
密
書
表
』
前
掲
註
(
げ
て
二
五
二
頁
。

(
凶
)
館
講
前
揺
詑

(
2
)
に
述
べ
た
。

(
却
)
弘
文
館
嬬
『
中
学
諜
文
読
本
』
巻
七
(
弘
文
館
、
明
治
一
九

O
一
年

十
月
三
十
日
て
五
三
百
以
下
部
黙
っ
拙
稿
前
掲
詫

(
2
)
に
す
で
に
述
べ
た
。

(
幻
〉
開
田
正
之
「
中
等
教
宵
の
漢
文
に
就
き
て
」
(
『
漢
学
』
第
一
巻
一
号
、

西
一
英
企
問
、
一
九
二
J

年
五
月
)
、
問
。
頁

ε

(
M
M

山
)
向
田
前
場
注
(
引
)
、
閤
二
真
。

(
お
)
問
何
回
前
掲
詑
(
れ
)
、

mm
八日員。

(
判
的
)
司
教
育
公
報
担
前
掲
淀

(ω)、
五
一
二
頁
令

(
お
)
小
柳
一
利
気
太
「
中
等
教
育
に
於
け
る
漢
文
の
地
位
を
論
じ
て
其
教
授

法
に
及
び
併
せ
て
文
部
少
闘
に
望
む
」
(
『
策
。
誌
の
光
h

第
四
巻
第
八
号
、

東
部
協
会
、
一
九

C
九
年
八
月
て

(
お
)
本
稿
を
ま
と
め
る
に
あ
た
り
、
ヒ
記
の
文
織
の
ほ
か
に
、
山
腰
紋
箆

編

J
t湾
紙

時

中

九

二

O
O
間
年
六
月
)

を
参
考
に
し
た
勾
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二
松
学
会
同
大
学
非
常
勤
講
師
)


